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大垣市民病院臨床研究審査委員会議事概要 

 

会議名 臨床研究審査委員会 

開催年月日 
                   16時 00分から  

令和 6年 8月 22日（木曜日）     16時分 55分まで 

開催場所 2病棟 1階会議室 

委員長名             前田 敦行          印 

出席者名 

 

（〇）前田 敦行   （〇）北畠 秀介   （×）柴田 大河 

（〇）岡田 和智   （〇）鈴木 宣雄   （〇）川地 雄基 

（〇）森 美恵子   （〇）今吉 由美   （〇）高田 賢 

（〇）岩田 正人   （〇）大橋 利紀   （〇）成田 真 

（〇）安田 東始哲 

                

                                     

   

 作成日：令和6年 8月27日 

 

＊上記出席者のうち各審議案件に関連する者はその審議採決に参加していない。 

                               以上12名  
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協議事項及び決定事項 

 

Ａ．本審査対象の臨床研究 

■新規 

1.災害に伴うシステム障害時の実践力向上につながる訓練の検討 

～紙運用の理解を深める活動を通して～ 

看護部 横井悦子 

臨床研究の実施について当委員会にて審査した 

審査結果：承認 

 

2.腹膜透析患者における腹膜炎減少に向けた取り組み 

看護部 渡邉ゆかり 

臨床研究の実施について当委員会にて審査した 

審査結果：承認 

 

3.上部消化管粘膜下腫瘍に対する超音波内視鏡下穿刺吸引法に関する多施設後ろ向き観察研

究 

消化器内科 北畠秀介 

臨床研究の実施について当委員会にて審査した 

審査結果：承認 

 

■変更 

4.疫学調査「口腔がん登録」 

歯科口腔外科 梅村昌宏 

臨床研究の変更について当委員会にて審査した 

審査結果：承認 

 

5.【KIDCAR】冠動脈瘤をともなう川崎病患者のレジストリ研究 

第二小児科 倉石建治 

臨床研究の変更について当委員会にて審査した 

審査結果：承認 

 

6.胃がん術後補助化学療法施行患者に対する薬剤師による継続的な薬学的管理の効果に関す

る研究 

薬剤部 郷真貴子 

臨床研究の変更について当委員会にて審査した 

審査結果：承認 

 

B．一括審査承認済 

■新規 

7.アレルギー疾患における抗原解析 

小児科 金山朋子 

当委員会にて一括審査における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

8.経年変化とT波形評価に注目した成長期QT延長症候群の新たな診断基準の確立 

第二小児科 西原栄起 
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当委員会にて一括審査における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

9.無症候性胆管結石に対する内視鏡治療と経過観察を比較する多施設共同前向き研究 

消化器内科 片岡邦夫 

当委員会にて一括審査における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

■変更 

10.【BIO|ATP 研究】抗頻拍ペーシングの送出タイミングの安全性と有効性を評価する多施

設前向き無作為化臨床研究 

循環器内科 森島逸郎 

当委員会にて一括審査における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

C．特定臨床研究 

■新規 

11.【JCOG1805A1】「『再発リスク因子』を有する Stage II 大腸癌に対する術後補助化学療

法の有用性に関するランダム化第 III 相比較試験」の附随研究 

外科 高山祐一 

当委員会にて特定臨床研究における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

12.【JCOG2301】 化学療法が奏効した診断時切除不能 cStage IVB/pStage IV 胃癌に対する

Conversion surgery の意義に関するランダム化比較第 III 相試験 

外科 前田敦行 

当委員会にて特定臨床研究における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

■変更 

13.【EMPA-AHF】急性心不全患者を対象としたエンパグリフロジン製剤の有効性を検討する

多施設共同無作為化二重盲検プラセボ対照並行群間比較試験 

循環器内科 渡邊直樹 

当委員会にて特定臨床研究における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

14.【LAST-PASS】ST 上昇型急性心筋梗塞に対するエキシマレーザー冠動脈形成術が心筋サ

ルベージに与える影響  

循環器内科 渡邊直樹 

当委員会にて特定臨床研究における事実確認を行った 

審査結果：了承 

 

D．その他 

「研究協力機関」「既存試料・情報の提供のみを行う機関」について 

今後、当院としての申請方法や書類整備について検討していくことを事務局より報告した。 

 

以上 


